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鷲計鑑 ぅ
現在、年間に約 1万人の方

が乳がんで亡くなつています。

早期発見が大変重要で、早期

に見つかれば比較的治りやすい

がんと言われています。字しがん

検診を無症状のうちに受診すれ

ばヨとがんが発見されても早期

の可能性が高く、その段階で治

療すると5年 生存率は90%以

上と経過は良好です。

乳がん検診は「間診」「視触診J

「マンモグラフィ(乳房X線検査)J

が基本です。この検査は乳房を

プラスチックの板で挟んで平たく

し、専用の装置で撮影します。

少し痛みがありますが視触診で

はわからない小さな乳がんを発

見するのに威力を発揮します。

当院では毎週水曜日と土曜日

(第4土 曜日は除く)の年前中に

担当の医師が診察しております。

また、女性の波射線技師が撮影

しますので安心して検査を受け

ていただけます。乳がん検診を

希望される方は受付にてお声掛

けください。


